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理 数

１ 理数科新設の経緯

平成28年12月の中央教育審議会答申では、新教科・科目の設置の背景について、次のよ

うに述べられている。

・ＰＩＳＡ等の国際調査から、我が国の生徒は、諸外国に比べて数学及び理科の学習

に対する興味・関心・意欲について課題

・探究的に学習することは、興味・関心・意欲の向上をはじめ、知識・技能の着実な

習得や思考力・判断力・表現力等の育成に有効

・現行学習指導要領において、数学及び理科の分野における探究的な学習を中核に据

えた科目「数学活用」及び「理科課題研究」の開設率が極めて低い状況

・このような背景から、数理横断的なテーマに徹底的に向き合い考え抜く力を育成す

るため、数学と理科の知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を行う新た

な選択科目の設置を検討

２ 新教科の内容

(1) 教科の目標

【理数科の目標】

様々な事象に関わり、数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ、
探究の過程を通して、課題を解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

対象とする事象について探究 多角的、複合的に事象を捉え、 様々な事象や課題に向き合い、
するために必要な知識及び技能 数学や理科などに関する課題を 粘り強く考え行動し、課題の解決
を身に付けるようにする。 設定して探究し、課題を解決す や新たな価値の創造に向けて積極

る力を養うとともに創造的な力 的に挑戦しようとする態度、探究
を高める。 の過程を振り返って評価・改善し

ようとする態度及び倫理的な態度
を養う。

目標の「様々な事象に関わり」は「理数探究基礎」又は「理数探究」の対象となる事

象は自然科学だけではなく、社会科学や人文科学に関するもの、芸術やスポーツ、生活

に関するものなどあらゆるものが含まれ、自ら課題を設定しようとする動機付けとする

ことである。

(2) 理数科の科目

ア 科目構成

科 目 名 標準単位数

理数探究基礎 １

理数探究 ２～５

・「理数探究基礎」又は「理数探究」の履修をもって、「総合的な探究の時間」の履

修の一部又は全部に替えることができる。
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・「理数探究基礎」及び「理数探究」の履修における順序はないが、目標や内容を段

階的に構成しており、「理数探究基礎」を履修した上で、「理数探究」を履修する

ことが望ましい。

・「総合的な探究の時間」などで、「理数探究基礎」で育成を目指す資質・能力を養

うことができていると判断される場合には、「理数探究基礎」を履修せずに、「理

数探究」を履修することも考えられる。

「理数探究基礎」及び「理数探究」は教科・科目の枠に捉われない多角的、複合的な

視点で事象を捉え、数学や理科的な見方・考え方を豊かな発想で活用したり、組み合わ

せたりしながら探究する科目である。その際、探究の成果としての新たな知見の有無や

価値よりもむしろ、探究の過程における生徒の思考や態度を重視し、主体的に探究の過

程全体をやり遂げることに指導の重点を置くことが重要である。

イ 各科目の特徴

＜理数探究基礎＞

【理数探究基礎の目標】

様々な事象に関わり、数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ、
探究の過程を通して、課題を解決するために必要な基本的な資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

探究するために必要な基本的 多角的、複合的に事象を捉え、 様々な事象や課題に知的好奇心
な知識及び技能を身に付けるよ 課題を解決するための基本的な をもって向き合い、粘り強く考え
うにする。 力を養う。 行動し、課題の解決に向けて挑戦

しようとする態度を養う。

(ｱ) 内容

様々な事象についての探究の過程を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

○ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

・探究の意義についての理解

・探究の過程についての理解

・研究倫理についての理解

・観察、実験、調査等についての基本的な技能

・事象を分析するための基本的な技能

・探究した結果をまとめ、発表するための基本的な技能

○イ 次のような思考力、表現力、判断力等を身に付けること。

・課題を設定するための基礎的な力

・数学的な手法や科学的な手法などを用いて、探究の課程を遂行する力

・探究した結果をまとめ、表現する力
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(ｲ) 内容の取扱い

○ア 実施に当たっては、次のような事象等の探究の過程を通して、内容に示す基本

的な知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を身に付けるようにするものとす

る。

・自然事象や社会的事象に関すること

・先端科学や学際的領域に関すること

・自然環境に関すること

・科学技術に関すること

・数学的事象に関すること

○イ 実施に当たっては、探究した結果について、報告書などを作成させるものとす

る。

＜理数探究＞

【理数探究の目標】

様々な事象に関わり、数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ、
探究の過程を通して、課題を解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

対象とする事象について探究 多角的、複合的に事象を捉え、 様々な事象や課題に主体的に向
するために必要な基本的な知識 数学や理科などに関する課題を き合い、粘り強く考え行動し、課
及び技能を身に付けるようにす 設定して探究し、課題を解決す 題の解決や新たな価値の創造に向
る。 る力を養うとともに創造的な力 けて積極的に挑戦しようとする態

を高める。 度、探究の過程を振り返って評価
・改善しようとする態度及び倫理
的な態度を養う。

(ｱ) 内容

様々な事象について、主体的に課題を設定し探究の過程を通して、次の事項を身

に付けることができるよう指導する。

○ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

・探究の意義についての理解

・探究の過程についての理解

・研究倫理についての理解

・観察、実験、調査等についての技能

・事象を分析するための技能

・探究の成果などをまとめ、発表するための技能

○イ 次のような思考力、表現力、判断力等を身に付けること。

・多角的、複合的に事象を捉え、課題を設定する力

・数学的な手法や科学的な手法などを用いて、探究の課程を遂行する力

・探究の課程を整理し、成果などを適切に表現する力

(ｲ) 内容の取扱い

○ア 実施に当たっては、次のような事象等の探究の過程を通して、内容に示す知識
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及び技能や思考力、判断力、表現力等を身に付けるようにするものとする。

・自然事象や社会的事象に関すること

・先端科学や学際的領域に関すること

・自然環境に関すること

・科学技術に関すること

・数学的事象に関すること

○イ 実施に当たっては、生徒の興味・関心、進路希望等に応じて、○アの中から、個

人又はグループで適切な課題を設定させるものとする。

○ウ 実施に当たっては、数学的な手法や科学的な手法などを用いるものとする。

○エ 実施に当たっては、探究の過程を振り返る機会を設け、意見交換や議論を通し

て、探究の質の向上を図るものとする。

○オ 実施に当たっては、探究の成果などについて、報告書を作成させるものとする。

(3) 配慮事項

ア 指導計画作成上の配慮事項

指導計画の作成に当たっては、各科目の目標や内容のねらいが十分達成できるよう

に次の事項に配慮する。

・単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向け

て、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。

・探究した結果や探究の成果などを発表させる機会を設けること。

・指導に当たっては、数学又は理科の教師が指導を行うこと。その際、探究の質を高

める観点から、数学及び理科の教師を中心に、複数の教師が協働して指導に当たる

など指導体制を整えることにも配慮すること。

・理数科に関する学科においては、原則として「理数探究」を全ての生徒に履修させ

るものとすること。

イ 内容の取扱いに当たっての配慮事項

内容の取扱いに当たっては、次の事項に配慮する。

・探究の過程における観察、実験などの内容やその中で生じた疑問、それに対する自

らの思考の過程などを記録させること。

・「数学的な手法」を用いる探究の課程に関して、生徒の学習状況に応じ、様々な事

象を数式などを用いて分析する数学的モデルをつくり探究することも行われるよう

にすること。

・生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度の育成を図ること。また、環境問題

や科学技術の進歩と人間生活に関わる内容等については、持続可能な社会をつくる

ことの重要性も踏まえながら、科学的見地から取り扱うこと。

・研究倫理などに十分配慮すること。


